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研究成果の概要（和文）：本研究では、次世代の学習支援環境としてeポートフォリオを捉え、eポートフォリオ
を利用した学習実践を通して、主体的な学びを促すための学習スキルの取得を可能にする教育設計と、AI関連技
術等を転用し学びの振り返りをサポートするICT支援環境の構築を行った。また、本研究を通して、海外の研究
機関に所属する研究者との交流、意見交換等を経て、今後の国際連携による共同研究推進を図ることができた。

研究成果の概要（英文）：Learners can build own learning style for continuous learning with making 
their portfolios in learning activities of their school life. In addition, if the learners employ 
portfolio learning process through building portfolio, then they can have enriched learning 
experiences, and can acquire robust knowledge for their lives. For supporting such learners' 
activities, we have conducted our study in educational and technological aspects, particularly, 
focused on future development of a learning environment that gives learners a prompt or facilitation
 toward their learning more deepen. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
生涯学習を支える学習支援環境の構築の一部となるシステム開発ができたこと及び、AI等の新技術を教育・学習
に転用するための基礎研究を行い広く公開したことには意義がある。加えて、本研究において構築した国際コミ
ュニティを国内の研究者へ広く紹介し、今後の国際共同研究へ繋がる橋渡しをしたことも本研究の意義の1つで
ある。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

“アクティブ・ラーニング”という語に代表される学生の主体的な学び(質的転換答申：

文部科学省 2012)の促進と、成果(証拠)に基づく本質的な学びの評価、そのための学習過

程と成果の可視化(学士課程教育の構築：文部科学省 2010)が強く求められており、学生の

主体的な学びや学習意欲といった視点で適切な授業方略を用いた授業の提供、改善は急務

となっていた。加えて、質的転換答申において、学習成果の評価に関し、学修ポートフォ

リオに関する直接的な言及“学修ポートフォリオを活用することは大学が速やかに取り組

んでいくべき”との記述を受け、大学・高等教育機関における eポートフォリオシステム

の導入が進む一方で、学習者、教授者双方が eポートフォリオを利用した教育・学習実践

に関し、知識、経験不足のために同システムの活用が十分にできない、利用しない状況に

あった。 

主体的な学びを促す教育実践(アクティブ・ラーニング導入)、成果に基づく評価の手法、

e ポートフォリオ活用教育に関する事例は国内では多くなく、これらの実践、とりわけ、

成功的に実践するための先進事例が広く求められていた。特に、e ポートフォリオシステ

ムは、学習支援システム(LMS)に代わる次世代の教育・学習支援環境として期待されていた

ため、海外における先進組織における導入・活用の実情について国内へ情報提供が求めら

れていた。それらの状況を受け本研究では、e ポートフォリオシステムを教育、学習のた

めの次世代の中心的な ICT 環境であると位置づけ、先進的な海外の活用実践事例を国内へ

紹介すると共に、eポートフォリオ/ICT を活用し主体的な学びを促す教育実践のための授

業設計と実践検証に関する研究を進めた。加えて、近年急速に実用化の進んできている

AI(人工知能)関連技術を教育・学習、特に、学習者支援へ導入するための基礎研究を進め

ることにした。 
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２．研究の目的 
ICT(情報通信技術)学習支援環境の中心となってきている eポートフォリオシステムと

人工知能 AI を有機的に連携 させた次世代のオンライン教育・学習支援環境“AIポートフ

ォリオ”実現のための基礎調査・開発研究を行う。加えて、学生の主体的な学びを促す協

調学習と eポートフォリオ学習を連携させる教育設計、授業開発を行い、 その実証実践お

よび、海外の先進事例調査を踏まえ、オンライン・ICT を活用したアクティブ・ラーニン

グモデルを提案する。eポートフォリオ、ICT 活用教育の国際コミュニティとも連携をすす

め、関係機関の研究者、教育 実践者との交流の促進、今後の国際連携、国際協力のための

土壌を作る。 

 
３．研究の方法 
本研究は、教育と技術の両面において、より良い学びを支援することを目的としている。

研究方法としては、調査研究(面談による聞き取り、文献調査研究)、データ分析、小規模

実践による実践研究の手法を用いた。加えて、本研究では、研究目的を遂行するために、

研究内容を 6項目に分割し、それぞれの項目に関して、研究チーム内で主担当、副担当を



決め注力してあたることで研究を進めた。得られた研究・調査結果は、適宜、研究チーム

内で共有し、各自が注力する研究内容に生かすことで研究の深化へ利用した。 

① 主体的な学習を促すための学習スタイル、学習者特性の調査分析や、教育手法開発 

② e ポートフォリオシステムの利用とポートフォリオ学習に関する海外の先進事例調査

と分析 

③ LMS 等のオンライン教育学習環境と e ポートフォリオシステムを有機的に連携し、保

存データの移行、共有連携システムの拡張開発 

④ 学習 e ポートフォリオへ AI 導入により解決可能な課題の調査・分析、AI ポートフォ

リオシステム開発に向けた与件整理と設計 

⑤ 主体的な学習を促すための学習者支援に関する、技術的、人的支援の調査 

⑥ 海外の先進機関に所属する研究者、教育実践者との連携強化、国際連携コミュニティ

の形成 

 
４．研究成果 

研究①と②は、結果的には連動した研究となった。主体的に学びを促す学習スタイル、

学習者特性に関する研究・調査は、自己調整学習に関する研究分野の一部である。主体的

な学びを促すためには、学習者自身が自分に必要な情報(教材)を適切に取得し、自身の進

捗に合わせて学習を進めることが重要で、そのためには一定の学習スキル、例えば、自己

の学びを振り返り、理解度を明確にするリフレクティブ・シンキング(Ryan & Ryan 2013)

や、要求されていることの解決手法を自己の既有知識から推定し検証する(Ertmer & Newby 

1996)プロセス等、を身につけておく事が重要である。しかし、文献調査および国内の教育

実践事例調査から、必要とされるそれらの学習スキルを身につけるための教育が十分にな

されているとは言い難く、さらに、自主的かつ継続的に学び続けるために必要とされる学

習スキルも明確になっていないことが明らかになった。研究②において調査を進めていた

e ポートフォリオを利活用した学習(ポートフォリオ学習過程)に必要な学習スキルと研究

①において必要と考えるスキルの共通性の高さから、e ポートフォリオリテラシーに関す

る先行研究を受け、研究を進めていた学習スキルとその修得のためのプロセスモデルの構

築及び、その修得のために既存科目の再設計・実践し、形成的評価を実施した。評価者か

ら、評価指標の粒度の差異、学習活動の再細分化等に関する改訂コメントを得ており、実

践研究での結果と合わせて改善を続けている。 

研究③に関しては、当初、既存の学習支援システムから eポートフォリオへデータ移行

し、ポートフォリオ学習プロセスにおけるリフレクションと知識の結合を促す仕掛けを検

討していたが、上述の学習スキル修得に関する調査において、多くの学習者(この場合は大

学生)が、これまでの学習経験において、学びを振り返り、修得知識を確認するリフレクシ

ョンの経験が不十分なため、リフレクションが非常に浅いものになっていることが確認で

きた。研究④において AI関連技術の教育転用に向けた研究と融合させ、ChatBot を活用し

リフレクションスキルを深めていく開発・研究へシフトさせた。ChatBot を採用した理由

は、提出レポート(リフレクション・ペーパー)等ではなく、機械相手のより気軽な環境で、

リフレクションスキル向上のための訓練の場の提供すること、自己の学びの記録を後日、

見直すことで、習得知識の関連性を見出すことができるようにするためである。評価実験

の結果、リフレクションスキル向上に一定の成果があることが分かり、今後は、ChatBot

のバックエンドにディープ・ラーニング技術を組み入れることで、より学習者個々とりア



ダプティブな学習支援環境(思考訓練の向上など)の提供に向け開発を継続中である。研究

④の AI 技術の教育転用に関しては、一定の成果を得たが、例えば、AI が学習者の学びを

促す等の仕組みの提供までは、本研究期間中には進めなかった。しかし、本研究において

転用可能な AI技術に関する調査や、基礎知見の取得を行うことができたので、今後も継続

的にこの分野での研究を進めて行く予定である。 

e ポートフォリオを利用する教育・学習実践の促進は急務であり、多くの教育実践者が

実践事例、優れた取組、海外先進機関での利用促進に関する取組例等の情報取得を望んで

いる。そこで、eポートフォリオ利活用に関する研究会(熊本大学 eポートフォリオ国際セ

ミナー)を本研究の一環として開催し、国内関係者間での情報共有、コミュニティ形成を図

った。合わせて、本取組の研究協力者である海外先進組織の研究者、教育実践者を講師と

して招き、先進事例に関する情報提供と国際交流に努めた。また、研究成果発表等を兼ね、

海外の eポートフォリオ関連学会/研究会へも参加し、海外コミュニティとの連携強化と参

画に努め、今後の連携・協力体制を構築することができた。構築した連携を生かし、現在、

国際共同研究へ発展させるべく、調整を進めている。 
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